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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 ■６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 6

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 6
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 8

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 11
従来技術名：
1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 2
2.工程 ■1.短縮（15.2％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 ㈱エスイー 販売会社 ㈱エスイー 協会名

会社名： 住所：愛知県名古屋市中区錦1-18-24

技術 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：愛知県名古屋市中区錦1-18-24

営業 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

（概要）

番号：
4

1-1-4.共通工／擁壁工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-220075-A 事後評価

活用の効果

切土補強土工＋吹付法枠工法
0.2

15.17

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 HALUパネル工法
収受受付年月日 令和6年10月8日

変更受付年月日

パネル式切土補強土壁工法 開発年

キーワード

国土交通省への
登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 令和4年6月29日

問合せ先

㈱エスイー 　　　いちご見ビル9F

工務部（名古屋駐在）
052-229-0311

山田　勝彦

052-229-0319

052-229-0311

akihisa_miwa@se-corp.com

katsuhiko_yamada@se-corp.com

登録No. 1812

1

令和1年8月13日

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

1）何について何をする技術なのか？
・1:0.3程度から鉛直までの急勾配切土法面に対して、コンクリート一体壁（HALUパネル）と地山補強土
材（ロックボルト）を結合して構造体（地山土擁壁）を形成する技術
2）従来はどのような技術で対応していたのか？
・新技術と同じ切土補強土材を用いて切土補強土工を施工後に、表面保護工として現場打コンクリートに
よる壁面工を造成していた
3）公共工事のどこに適用できるのか？
・切土補強土壁工事
4）その他
・自然に溶け込むよう擬岩模様を採用し、景観に配慮している

　　　いちご見ビル9F

名古屋支店 052-229-0319

三輪　暁央

㈱エスイー

mailto:akihisa_miwa@se-corp.com
mailto:katsuhiko_yamada@se-corp.com


HALUパネル工法 登録No. 1812

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（短　所）
・止液材を重ねて使用することにより不陸が大きい設置面にも対応が可能であるが、従来工法の現場打ちコン
クリートより慎重な法面整形が必要

（長　所）
・プレキャスト製品を使用することにより、円滑に逆巻き施工が可能になり、現場作業が短縮され工事費の削
減、工期の短縮、施工性が向上
・1段づつ切土を行うことが可能となり切土掘削時の安全性が向上する
・プレキャスト製品は工場で製品製作を行うため、安定した品質を確保できる

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

HALUパネル工法【設計・施工・積算マニュアル】2023年7月（自社）

HALUパネル工法【設計・施工・積算マニュアル】2023年7月（自社）
（国土交通省　土木施工管理基準及び規格値（案）に準拠）
「コンクリートブロック工、基礎工、アンカー工」

A-2

STEP.1 掘削・法面整形
STEP.2 墨出しブロック据付
STEP.3 HALUパネル据付
STEP.4 背面注入材注入
STEP.5 削孔・定着材注入・芯材組立て・挿入
STEP.6 頭部処理
STEP.7 次段掘削・法面整形（STEP.1同様）
STEP.8 HALUパネル据付（STEP.3同様）→背面注入材注入（STEP.4同様）
　　　 →削孔・定着材注入・芯材組立て・挿入（STEP.5同様）→頭部処理（STEP.6）
STEP.9 STEP.7，8繰返し

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称



登録No. 1812

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 6746264

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　■3.出願予定　□4:無し 番号 3
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日
評価・証明

制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号
その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日
よる証明

証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

墨出しブロック据付は補強土壁全体の配置および勾配を決定する基準であり、据付精度が補強土壁全体の施工精度を
左右するため、慎重に行う必要がある

（適用できる条件）
自然条件：鉄筋挿入工による補強材で計画安全率を満足している斜面
現場条件：削孔機を設置するスペースが必要となる（奥行4.5m、幅2.5m）
その他：技術提供地域について制限なし

地質条件、現場環境を把握し想定される地すべり崩壊の安定計算を行い、必要とされる抑止力を算出し適確な地山補
強土材（ロックボルト）を選定する

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 HALUパネル工法

A-3

（適用できない条件）
・鉄筋挿入工による補強材で計画安全率を満足しない大規模な崩壊への対策

特になし

1）残された課題：より多種多様な環境での施工方法の確立
2）開発計画：必要に応じて形状変更等を実施

2019/10/25にA&Kホンシュウ須賀川工場（福島県須賀川市）にて1:0.3で切土した斜面に、パネルの据付が問題なく行
えるか確認し、想定していた施工手順で問題無く据付を行えることを確認

カタログ、HALUパネル工法【設計・施工・積算マニュアル】2023年7月（自社）



A-4

登録No. 1812

実績件数 公共機関： 9 民間：

発　注　者 施工時期
和歌山県
日高振興局

2022年3月

長崎県
長崎振興局

2022年9月

国土交通省
近畿地方整備局
奈良国道工事事務所

2022年9月

国土交通省
近畿地方整備局
奈良国道工事事務所

2023年1月

長野県
木曽建設事務所

2023年9月

新潟市 2023年11月

国土交通省
中国地方整備局
松江国道事務所

2023年11月

成田国際空港㈱ 2023年11月

三重県
尾鷲建設事務所

2024年2月

福島県
相双建設事務所

2024年3月

1

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 HALUパネル工法

工　事　名

小野富岡線　道路橋りょう整備（再復）工事
（道路改良）

一般道九鬼港線　道路改良工事

成田空港B滑走路延伸東関道トンネル

出雲湖陵道路　湖陵IC改良工事

中津川南木曽線

旧斎藤家別邸擁壁補強

かつらぎ桃山線道路改良工事

主要地方道野母崎宿線道路災害防除工事

長殿道路1号橋A２橋台他工事

五条新宮道路風屋川津工区1号橋P1橋脚
工事



登録No. 1812

HALUパネル（標準タイプ） 墨出しブロック

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 HALUパネル工法

A-5

設置完了 全景

墨出しブロック据付 HALUパネル据付


